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研究要旨 線維筋痛症は全身の疼痛を主症状として不眠、抑うつ、全身の疲労感や種々の精神神経
症状を伴う原因不明の疾患である。近年、増加の一途をたどり、人口の1.66％の患者が存在してい
ることが判明した。しかし線維筋痛症の病態は全く解明されておらず、本疾患の発症機序の解明と
その治療法の確立が、国家プロジェクトとして火急の問題とされていることは明白である。研究分
担者のこれまでの研究から、線維筋痛症を脳内の機能障害と仮定することにより、患者内で生じて
いることを合理的に説明できるという思いに至り、本研究で、線維筋痛症の病態が脳機能障害であ
ることが明らかにした。 
                
 
A. 研究目的 
線維筋痛症は全身の疼痛を主症状として不眠、

抑うつ、全身の疲労感や種々の精神神経症状を
伴う原因不明の疾患である。近年、増加の一途
をたどり、人口の1.66％の患者が存在している
ことが判明した。しかし線維筋痛症の病態は全
く解明されておらず、本疾患の発症機序の解明
とその治療法の確立が、国家プロジェクトとし
て火急の問題とされていることは明白である。
これまでに線維筋痛症患者ではＳＰＥＣＴ(Sin
gle Photon Emission Tomography)にて、defaul
t mode networkの血流異常が存在することや、
電気けいれん療法にて視床の血流改善を介して
線維筋痛症の痛みの改善することを確認してお
り、線維筋痛症を脳内の機能障害と仮定するこ
とにより、患者内で生じていることを合理的に
説明できるという思いに至った。本研究は、PET
(positron emission tomography) を用いて線
維筋痛症の脳の糖代謝の解析を行った。 
 
B. 研究方法 
線維筋痛症患者群18名と健常者群18名に対

して、PETを施行し、18F-FDG PETを用いて糖代
謝を測定したデータを収集した。 
（倫理面への配慮） 
本研究は順天堂大学附属練馬病院倫理委員会
による許可を受け実施した。（承認番号：倫
10-13号） 
 
C. 研究結果 
線維筋痛症患者群18名と年齢性別をマッチさ
せたコントロール群18名とのPETを解析したと
ころ、線維筋痛症では上前頭回、中前頭回、下
前頭回、島、角回での糖代謝の上昇、前帯状回、 

 
上中頭回での糖代謝の低下が認められた。 
 
考察 
前述の結果より線維筋痛症患者では上前頭回、
中前頭回、下前頭回、島、角回、前帯状回、上
中頭回での機能障害が示唆された。これらの領
域は、認知機能をつかさどる領域でもあり、線
維筋痛症では何らかの認知の問題があること
が推察された。この結果は、これまでのＳＰＥ
ＣＴを用いた研究でも明らかにしてきた線維
筋痛症とDefault mode networkとの関連にも結
び付く結果であった。 
 
結論 
本研究は線維筋痛症のＰＥＴ画像と年齢性

別をマッチさせた正常者とで比較検討した。今
回の結果はこれまでにない新たな知見であり、
線維筋痛症が脳機能に何らかの障害があるこ
とへのエビデンスを与えるとともに、認知機能
の関与を明らかにした。本研究は、発症メカニ
ズムの解明に関して先駆的な位置づけとなる
研究である。今後はさらに症例を増やし、線維
筋痛症患者に対する様々な治療法による脳機
能の変化の研究を行っていく予定である。 
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